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在宅医療・救急医療連携セミナーについて

• 主催は厚生労働省（医政局地域医療計画課）
• 平成29年度から始まる。
• セミナーは2日間（一部・二部）開催される。

＜参加要件＞

• １地域より、自治体職員、在宅医療関係者及び救急
医療関係者の各1名が参加すること。

• セミナー（一部）に参加するにあたっては、事前課題に
取り組むこと。なお、セミナー（二部）に参加するにあ
たっては、セミナー（二部）までの期間で、連携ルール
の作成に向け、工程表案を作成し、検討に着手する
意思があること。



在宅医療・救急医療に関する最近の動向

• 救急出動件数及び搬送人員の推移

→10年間で救急出動件数は約19％増加している。 【資料１】

• 年齢区分別搬送人員構成比率の推移 【資料２】

→高齢者の搬送件数は年々増加、平成28年は57.2％を占める。

• 死亡場所の推移

→病院での死亡が74.6％、自宅死は12.7％。 【資料３】

• 主な疾患別の死亡率の推移

→高齢化の進展により、医療ニーズが、がんなどを原因とする

慢性疾患を中心とするものに変化。 【資料４】

• 経済財政運営と改革の基本方針2018 （平成30年6月15日閣議決定）

→Advance Care Planning（ACP）の普及・啓発 【資料５】

→本人の意思を関係者が随時確認できる仕組みの構築を推進

→在宅看取りの先進・優良事例を分析・横展開を図る。
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【資料１】
救急出動件数及び搬送人員の推移
→10年間で救急出動件数は約19％
増加している。

【資料２】
年齢区分別搬送人員構成比率の推移
→高齢者の搬送件数は年々増加
平成28年は57.2％を占める。
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【資料３】
死亡場所の推移
→病院での死亡が74.6％
自宅での死亡は12.7％

【資料４】
主な疾患別の死亡率の推移
→高齢化の進展により、医療ニーズが
がんなどを原因とする慢性疾患を
中心とするものに変化。
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【資料５】
経済財政運営と改革の基本方針2018
（平成30年6月15日閣議決定）

第3章「経済・財政一体改革」の推進

4．主要分野ごとの基本計画と
重要課題

(1)社会保障
（生涯現役、在宅での看取り等）
抜粋



セミナーの目的と内容

在宅医療の現場において、穏やかな最期を迎える
ことを希望する在宅医療患者等の容態が急変した際
に、在宅医療関係者と消防機関や救急医療機関等と
の間における当該在宅医療患者等の情報の共有が
不十分であるといった課題に対し、関係機関の連携
体制の構築や環境整備を図ることを目的とする。

内容は、在宅医療と救急医療の関係者間で、患者
の病状及び希望する療養場所、延命治療に対する希
望等の患者の意思を共有するための「連携ルール」
について、先進自治体の指導のもと、連携ルールの
内容の検討や運用に向けた「工程表」の策定等を技
術的に支援する。



参加区市町村
岩手県 久慈市

茨城県 つくば市

群馬県 前橋市

埼玉県 本庄市

東京都 豊島区

神奈川県 相模原市

新潟県 新潟市

長野県 駒ヶ根市

岐阜県 美濃加茂市

静岡県 磐田市

愛知県 岡崎市

大阪府 堺市

和歌山県 湯浅保健所

福岡県 久留米市

熊本県 荒尾市

宮城県 大崎市

千葉県 柏市

千葉県 市川市

千葉県 白井市

神奈川県 横浜市

神奈川県 横須賀市

東京都 小金井市

富山県 富山市

長野県 松本市

愛知県 豊田市

愛知県 豊明市

和歌山県 田辺保健所

和歌山県 御坊保健所

鳥取県 日野町

山口県 下関市

福岡県 古賀市

平成29年度 （16地域）

平成30年度 （15地域）

駒ヶ根市

○在宅医療関係者
神戸医院
院長 神戸正博先生

○救急医療関係者
昭和伊南総合病院
院長 村岡紳介先生

○自治体関係者
駒ヶ根市 地域保健課
介護予防係 浜

○オブザーバー
１）伊那保健福祉事務所
２）上伊那広域消防本部



１．在宅医療・救急医療に関する最近の動向 （3枚目のスライドを参照）

２．ＡＣＰに関する国内外の知見

３．先進事例に学ぶ在宅医療・救急医療連携の取り組み
１）千葉県 松戸市ふくろうプロジェクト

（シートの運用、QRコード化）
２）ＩＣＴを活用した情報共有
①長崎県 あじさいネット （医療情報の共有）
②新潟県 長岡フェニックスネット（医療・介護情報の共有）

４．平成29年度 セミナー参加地域から学ぶ現状の取り組み状況
１）千葉県 柏市
２）鳥取県 日野町

５．グループワーク

セミナー（一部）の内容 平成30年12月9日



今後の動き

駒ヶ根市在宅医療介護連携推進協議会

病診連携の強化、入退院時における医療・介護連携
医療・介護連携における情報共有ツールの検討

既存組織を活用

救急・終末期医療
部会

①在宅医療患者等の容態が急変した際の
情報共有に向けた「連携ルール」の検討

②ＡＣＰの普及・啓発に向けた検討

→消防・警察・法律関係者、市民代表等に
協力依頼（予定）

平成31年1月23日
工程表（案）作成

平成31年2月3日 セミナー（二部）参加

次年度から工程表に基づく事業の具体化へ


